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言
三

全
難
連
と
大
蔵
省
要
請

「
行
革
」
「
老
人
」
で
全
患
連
は
各
党
要
請

　

企
患
連
は
１
　
一
月
十
三
日
、
昭
和

五
十
七
年
度
予
算
編
成
作
業
が
す
す

む
大
蔵
省
と
、
行
革
関
適
法
案
、
老

人
保
健
法
案
の
審
議
が
大
詰
を
迎
え

た
参
議
院
に
対
し
て
要
請
行
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

大
蔵
省
要
謂
に
は
、
全
難
連
代
表

も
加
わ
り
、
全
患
連
五
団
体
（
全
患

協
・
全
有
協
・
全
腎
協
・
日
患
・
心

臓
病
）
か
ら
七
人
、
金
難
連
七
団
体

　

（
あ
せ
び
会
、
ベ
ー
チ
ェ
ヴ
ト
・
膠

原
病
・
二
分
脊
椎
・
多
尭
性
硬
化
症

藤
井
大
蔵
政
務
次
官
（
右
端
）
に
要
請
す
る
全
巻
連
・
全
難
連
代
表

・
筋
無
力
症
八
―
キ
ン
ソ
と
が

ら
七
人
、
あ
わ
せ
て
十
四
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

代
表
だ
ち
は
、
大
蔵
省
内
の
広
く

て
立
派
な
応
接
室
で
、
藤
井
裕
久
大

蔵
政
務
次
官
と
面
会
。
古
川
事
務
局

次
長
の
司
会
で
、
ま
ず
小
林
事
務
局

艮
と
岩
下
全
難
連
代
衣
委
ほ
が
両
団

体
を
代
表
し
て
、
「
行
革
関
連
一
括

法
案
反
対
」
署
人
医
療
無
料
化
制

度
の
継
続
・
充
実
」
「
高
額
療
養
費

自
己
負
担
限
度
額
の
引
き
と
げ
反

対
」
「
公
費
医
療
制
度
の
継
続
・
充

実
」
な
ど
を
要
請
し
、
各
団
体
代
表

も
個
別
要
求
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
要
請
に
藤
井
政
務
次
官

は
・
「
行
政
改
革
は
本
当
に
必
要
な
と

こ
ろ
を
手
厚
く
す
る
た
め
に
無
駄
を

削
る
こ
と
だ
」
と
し
な
が
ら
も
、
『
老

人
医
療
は
有
料
化
は
必
要
』
と
し
、

要
望
に
対
し
て
の
は
っ
き
り
し
た
川

答
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
後
、
全
患
連
代
表
は
互
直
会

代
表
も
加
え
て
、
参
議
院
各
党
に
行

革
関
連
一
括
法
案
、
老
人
保
健
法
案

に
反
対
す
る
よ
う
と
の
申
し
入
れ
喪

を
提
出
し
ま
し
た
。

お
も
な
記
事

高
齢
化
社
会
と
成
人
病
④

　
　
　
　
　
　

厚
生
省
技
官
Ｌ
居

令
忠
連
第
Ｌ
川
人
会
ひ
ら
く

運
動
の
交
流
広
場

　
　
　
　
　

全
腎
協
・
全
患
協
・
心
臓
病

今
の
焦
点
と
役
々
つ
も
の

具

　

２６

　
　
　
　

日
本
推
進
協
行
動
計
画
決
め
る

読
者
の
た
よ
り

　
　
　
　

沖
縄
愛
楽
園
と
不
発
弾
と
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厚
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白

　

書

　
　
　
　
　

Ｅ

四
り

正
式
に
は
「
厚
生
行
政
Ｉ
次
報
告
轡
」
と
い
い
、
昭
旬
二
十
一
Ｉ

）
以
来
毎
竺
回
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
六
年
版
の
臼
書
巻
｝

Ｊ
頭
で
は
「
厚
生
白
轡
は
、
国
民
の
健
康
を
守
り
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
ｙ

四

す
厚
生
行
政
の
Ｉ
．
年
間
の
歩
み
を
広
く
国
民
各
層
の
か
た
が
た
に
お

宍

ｙ
知
ら
せ
す
る
た
め
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
「
国
民
の
健
康
ｙ

ｙ
を
守
り
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
す
・
・
・
」
か
割
愛
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
～

～
も
厚
生
行
政
の
後
退
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
年
、
そ
の
時
ｙ

　

々
の
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
副
題
を
つ
け
、
そ
れ
を
中
心
と
し
た
総
論
と
”

作
各
施
策
の
各
論
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
は
函
際
障
害
者
年
」
ｙ

　

で
す
が
、
昨
年
は
「
高
齢
化
吐
会
」
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

太

一

　

ひ
と
く
ち
辞
典

｝

…
…
…
…
…
’
・
’
…
…
…
…
…
・
”
…
…
…
…
…
’
・
’
…
…
…
…
…
I
I
'
…
…
…
…
…
・
・
・
…
…
…
…
…
I
I
…
…
…
…
…
・

つ



1 98 1年１２月１日（２）かんじゃと医療(第三種郵便物認可)第７２号

寫
齢
祖
裁
会
と

　

戈

懸

｜
冷
邱
訟
訟
Ｉ
弧

厚
生
省
公
衆
衛
生
局
結
核
成
人
病
課

　
　
　
　
　
　
　
　

技
官
土
居

嗅

脳

卒;

中

(Z）

゛!19

1坊

　

脳
卒
中
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の

四
つ
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て

ふ
れ
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
具
体

的
に
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

Λ
脳
卒
中
は
予
防
で
き
る
▽

　

脳
卒
中
は
】
度
発
病
す
れ
ば
Ｉ

脳卒中発生率の推移

　

(男子40～69歳)
秋田大阪

10ﾄ゛ヘミj?卒中発
生
率
（
人
口
千
‥

年
以
内
に
約
六
割
の
人
が
死
亡
し

ま
す
。
ま
た
、
九
死
に
一
生
を
寿

で
も
、
言
葉
や
身
体
の
不
自
由
な

ど
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
人

も
相
当
数
い
ま
す
。
こ
の
事
を
考

え
れ
ば
、
や
は
り
、
脳
卒
中
に
な

ら
な
い
よ
う
に
予
防
対
策
を
充
実

す
が
、
こ
こ
で
は
あ
る
地
域
で
の

と
り
く
み
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
住
民
が
保

健
婦
、
栄
養
士
や
医
師
な
ど
専
門

家
の
チ
ー
ム
と
一
緒
に
な
っ
て
、

食
生
活
の
改
善
や
高
血
圧
な
ど
の

病
気
の
早
期
発
え
・
早
期
治
療
に

と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
と
り
く
み

前
後
で
比
較
す
る
と
死
亡
率
で
は

約
5
0
パ
ー
セ
ン
ト
も
さ
か
っ
て
お

り
、
発
生
率
に
も
同
様
の
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
発
生
す
る

年
数
も
遅
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

患
者
を
一
人
一
人
切
り
は
な
し

て
み
る
と
判
断
に
困
る
の
で
す
が

こ
の
よ
う
に
地
域
全
体
、
あ
る
い

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
は
職
場
な
ど
集
団
的
に
み
る
と
そ

ま
す
。
で
は
、
脳
卒
中
は
予
防
で
の
効
果
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
脳
卒
中
は
予

゜｀･～．脳梗塞
くこ

　　

脳出血

５ｎ

理
期悶

０

詔o需
卜'E;*i
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●-･-●男、境界岐(N:|屹

●-一一4女、境界域(Ｎ：Ｚ功

φ････-○男、正常(Ｎ：３扁

か o女、正常〔N:491〕

(%124|

防
で
き
ま
す
。

　

Ａ
脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た
め

に
▽

　

脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た
め
に
は

そ
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
高
血
圧

に
な
ら
な
い
こ
と
、
高
血
圧
の
場

合
に
は
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ

と
で
す
。
高
血
圧
と
脳
卒
中
の
関

係
は
明
ら
か
で
、
血
圧
の
高
い
も

の
程
危
険
性
は
高
い
の
で
す
。
高

血
圧
の
約
九
割
は
、
本
態
性
高
血

圧
と
呼
ぱ
れ
、
腎
臓
な
ど
原
因
と

な
る
病
気
が
は
っ
き
り
し
ま
せ

ん
。
遺
伝
、
塩
分
の
過
剰
摂
取
な

ど
食
事
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
様
々
な

要
因
が
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

塩
分
は
、
な
か
で
も
高
血
圧
と

非
常
に
関
係
が
あ
り
、
摂
取
量
が

多
く
な
る
程
血
圧
が
高
く
な
る
こ

*＊ll･ iり11

　

＝VSな，fl;iIFL
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と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
に
蛋
白
質
や
脂
肪
な
ど
他

の
栄
養
状
態
が
悪
い
と
さ
ら
に
、

脳
卒
中
を
お
こ
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
血
圧
に

わ
る
い
と
い
わ
れ
た
時
代
が
あ
り

ま
す
が
、
疫
学
あ
る
い
は
病
理
学

的
に
、
む
し
ろ
、
脳
卒
中
の
予
防

効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

従
っ
て
、
脳
卒
中
の
予
防
に
は
、

塩
分
を
ひ
か
え
め
に
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
が
大
切
に
な
り
ま

す
。

　

Λ
生
活
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み

　
　

ま
し
ょ
う
Ｖ

　

脳
卒
中
の
予
防
に
は
生
活
す
べ

て
の
み
な
お
し
が
大
事
で
す
。
次

の
チ
ェ
″
ク
表
を
み
て
、
も
う
一

度
考
え
な
お
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

①
生
活
の
リ
ズ
ム
は
不
規
則
で

　

あ
る
②
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ

　

て
い
な
い
⑤
気
分
転
換
を
図
る

　

よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
④

　

職
場
で
の
人
間
関
係
は
悪
い
⑤

　

人
生
に
生
き
が
い
が
持
て
な
い

　

⑥
健
全
な
趣
味
は
全
然
持
っ
て

　

な
い
⑦
勝
負
事
に
凝
っ
て
い
る

　

⑧
家
族
で
く
つ
ろ
ぐ
よ
う
に
し

　

て
い
な
い
⑨
家
族
と
の
団
ら
ん

　

に
努
力
し
て
い
な
い
⑩
家
族
と

出
か
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
③
自
然
に
接
し
て
リ
ラ
。
ク

ス
す
る
機
会
は
な
い
⑤
し
ば
し

ば
夜
ふ
か
し
す
る
⑩
毎
日
平
均

し
て
７
時
間
は
寝
て
い
な
い
⑩

寝
る
前
に
考
え
事
な
ど
神
経
を

使
い
過
ぎ
る
⑩
冬
で
も
溥
着
の

ま
ま
ト
イ
レ
に
行
く
⑩
一
日
に

一
回
も
体
操
し
な
い
⑥
す
ぐ
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
や
乗
物
を
利
用
す

る
⑩
一
日
の
生
活
で
６
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
も
歩
か
な
い
⑩
な
に
も

運
動
は
し
な
い
⑩
食
事
を
抜
く

よ
う
な
こ
と
が
多
い
牡
食
事
に

偏
り
が
あ
る
2
2
甘
い
も
の
か
塩

か
ら
い
も
の
を
食
べ
過
ぎ
る
ぼ

野
菜
を
食
べ
る
こ
と
は
少
な
い

2
4
。
食
事
を
楽
し
く
食
べ
よ
う
と

し
な
い
2
5
　
食
べ
過
ぎ
の
傾
向
が

あ
る
イ
飲
ん
だ
あ
と
、
な
に
か

食
べ
な
い
と
気
が
す
ま
な
い
″

ア
ル
コ
ー
ル
は
日
本
酒
換
算
毎

日
二
合
以
上
飲
む
″
し
ば
し
ば

二
日
酔
い
す
る
ほ
ど
飲
む
2
9
タ

バ
コ
を
一
日
十
五
本
以
上
扱
う

Ｉ
歩
き
な
が
ら
、
動
き
な
が
ら

タ
バ
コ
を
吸
う

　

示
沼
正
哉
「
成
人
病
は
防
げ

　

る
」
・
社
会
保
険
出
版
よ
り
）

　

（
こ
の
項
、
次
頁
に
続
く
）
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全患連第７回定期大会ひらく

　

患
者
・
障
書
者
い
じ
め
の
「
行
革
」
に
反
対
し
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
を
め
ざ
づ
と
と
も
に
、
平
和

と
民
生
々
義
を
守
ろ
う
、
と
令
患
連
は
、
ト
。
月
三
‐
、
東
京
で
第
七
回
人
会
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。
大

会
に
は
役
員
や
代
議
・
り
ハ
ー
だ
天
が
参
加
し
ま
し
た
。
川
民
犠
牲
の
臨
調
路
線
が
お
し
す
す
め
ら
れ
て

い
る
情
勢
の
な
か
、
臨
時
国
会
で
は
「
行
革
関
連
一
括
法
案
‘
が
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
た
直
後
だ
け
に

大
会
は
、
か
つ
て
な
い
熟
気
と
課
題
で
、
八
二
年
度
運
動
方
針
な
ど
全
議
案
を
採
択
し
ま
し
た
。
こ
の

あ
と
新
役
μ
を
選
出
し
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
大
会
宣
河
を
採
択
、
決
意
新
た
に
大
余
を
終
了
し
ま
し
た
。

則
へ
の
後
戻
り
許
す
な

　

大
会
は
乍
前
十
一
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
、
新
宿
農
協
《

れ
ま
し
た
。
会
場
を
満
員
に
し
た
参

加
者
は
、
令
難
連
・
青
木
代
衣
幹
事

ら
来
賓
四
氏
を
迎
え
て
、
会
議
を
す

す
め
ま
し
侃

　

末
永
幹
事
（
全
有
協
）
が
開
会
を

宣
言
し
、
議
長
団
に
藤
田
恵
一
氏
（
令

医康・福祉切り捨てに危機感をもって開かれた第７回大会

交
災
）
・
山
剛
義
信
氏
（
全
患
協
）

を
選
ぴ
議
Ｉ
に
入
り
ま
し
た
。

　

ト
田
代
衣
幹
事
（
令
腎
協
）
は
あ

い
さ
つ
の
な
か
で
［
国
際
障
Ｉ
者
阻

は
、
や
び
～
Ｉ
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
パ
付
政
改
革
へ
の
国
民
の
期
待

は
、
臨
時
］
吋
政
調
査
会
の
一
次
答
巾

と
、
そ
の
実
施
を
決
定
し
た
政
府
に

よ
っ
て
恥
切
ら
れ
た
と
述
べ
次
の

よ
う
に
強
調
し
ま
し
た
。

　

［
福
祉
を
*
＾
ｓ
.
だ
と
す
る
戦

仙
の
所
え
ぢ
を
、
政
府
は
Ｉ
き
返
ら

せ
よ
う
と
し
て
い
る
ご
こ
れ
は
、
憲

法
を
ふ
み
に
じ
る
も
の
。
甲
備
拡
大

の
臨
調
蹟
線
は
、
人
間
性
を
無
視
し

た
も
の
だ
。
戦
争
中
。
非
国
民
し

と
い
わ
れ
、
に
が
い
体
験
を
も
つ
患

青
・
障
害
肴
が
先
頭
に
立
ち
、
暇
に

民
ト
的
な
行
政
改
侭
を
望
む
す
べ
て

の
人
た
ち
、
団
体
と
力
を
合
わ
せ
闘

い
を
前
進
さ
せ
よ
う
に
と
あ
い
さ
つ

の
ｆ
ｍ
を
貼
び
ま
し
Ｉ

　

来
賓
の
全
難
連
青
木
代
表
委
員
、

企
日
本
民
医
連
若
｛
事
務
局
長
、
日

本
■
m
社
入
ぶ
’
｀
協
会
山
ｆ
茂
氏
、

日
本
共
産
党
・
｛
川
合
ｆ
社
会
福
祉

対
策
委
員
艮
ら
四
氏
か
ら
瞰
励
の
あ

い
さ
つ
。
ま
た
、
多
数
の
祝
。
電
が
大

会
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
議
事
に
入
り
、
一
九
八

一
年
度
活
励
報
ｔ
‥
を
小
林
事
務
局
艮

が
、
川
会
訃
邨
告
を
梅
本
財
政
部
長

が
、
ま
た
会
計
監
査
報
ｔ
‥
を
村
瀬
会

計
監
査
委
μ
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
、

れ
Ｆ
の
質
問
を
受
け
た
あ
と
こ
れ
ら

の
報
告
を
承
認
し
ま
し
た
、

老
人
・
行
革
で

国
会
要
詰
急
げ

　

午
後
か
ら
は
、
占
川
事
務
局
次
～

が
一
九
八
て
汪
度
運
動
ぢ
針
を
提
案

し
、
そ
の
寓
議
を
行
い
ま
し
た
。
占

川
事
務
局
次
長
は
、
方
針
案
侠
定
後

の
川
余
情
勢
な
ど
に
も
詳
し
こ
ふ
れ

な
が
ら
、
患
酋
・
障
害
鳶
い
じ
め
の

臨
調
路
線
を
厳
し
く
批
刊
し
、
全
患

迪
加
盟
団
体
、
全
川
の
忠
者
運
動
の

団
枯
が
急
務
で
あ
る
と
報
告
し
ま
し

た
。

　

こ
の
方
針
案
に
つ
い
て
、
「
囚
立

燎
養
所
で
の
患
者
の
処
遇
は
、
医
療

費
が
　
　
口
百
八
十
一
円
に
抑
え
ら
れ

る
と
い
う
人
間
並
み
の
扱
い
に
な
っ

て
い
な
い
。
福
祉
切
り
捨
て
の
臨
調

谷
申
に
は
怒
り
を
も
っ
て
立
ち
向
う

必
要
が
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者

は
高
齢
化
が
す
す
み
、
八
‥
供
症
の
串
一

者
も
増
え
て
そ
の
対
策
拡
充
は
緊
急

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
方
針
に
そ

の
状
況
を
盛
り
込
ん
で
は
し
い
」
（
全

忠
協
）
、
－
『
障
介
庶
と
令
患
連

の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
国
際
障
ｆ
‥
者
汪
の
テ
ー
マ
の
１
１
『
。
全

開
参
加
い
と
『
完
令
参
加
い
は
ど
ち

ら
が
。
正
し
い
の
か
』
（
令
交
災
）
。

　

一
「
老
人
保
健
法
案
は
最
人
の
山
湯
を

迎
え
て
お
り
ノ
び
Ｉ
法
案
も
煕
修
．
ｕ

で
衆
院
を
通
過
す
る
状
況
で
あ
り
、

企
患
連
と
し
て
国
会
対
策
を
唄
視
す

る
必
要
が
あ
る
゛
（
‐
小
ご
、
心

僚
介
に
は
人
工
肛
門
の
患
者
だ
け
で

な
こ
大
工
ば
う
こ
う
の
患
酉
も
お

り
、
自
併
症
で
苫
し
ん
で
い
る
。
こ

の
現
状
も
ぢ
針
に
。
反
映
さ
せ
て
は
し

い
」
（
互
直
会
）
、
　
１
厚
生
省
は
障

一
年
忿
の
改
正
に
っ
い
て
厦
望
を
も

っ
て
い
な
い
。
厚
Ｉ
Ｉ
な
の
嘔
汲
巾

症
制
度
の
期
限
も
根
拠
が
な
い
。
も

っ
と
つ
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
皆
目

忠
）
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
べ

　

こ
れ
ら
の
意
Ｑ
も
含
め
て
方
針
案

は
採
択
さ
れ
、
予
算
案
、
新
年
度
役

貝
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
大
会
Ｅ
ｌ
も
そ

れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
て
大
会
を
終
り
ま

し
た
。
（
決
定
し
た
方
針
・
資
料
等

は
7
0
号
及
ひ
次
頁
参
照
）
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＝
魚
凡
二
辱
庭
徹
鼠

代
表
幹
事

　

上

　

田

　

昭

　
　

全
国
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

代
表
幹
事

　

長

宏

　

日
本
患
者
同
盟

事
務
局
長

　

小
林

　

孟
史

　
　

全
国
腎
臓
病
思
者
連
絡
協
議
会

【
ご
来
賓
】
吉
川
春
子
（
日
本
共
産

党
中
央
委
員
会
社
ふ
腿
祉
対
策
委
員

長
）
、
山
手
茂
（
日
本
医
療
社
会
事

業
協
会
常
任
理
事
・
制
度
化
研
究
委

員
会
責
任
者
）
、
若
宮
昇
次
（
全
日

本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
事
務
局

事
務
局
次
長

　

梅
崎

　

園
子

　
　

全
国
心
瞰
病
の
子
供
を
守
る
会

　

同

　

中
野
住
子

　

全
国
交
通
労
働
災
害
対
策
協
譲
会

　

同

　

古
川

　

圭
助

財
政
部
長

　
　
　
　
　

障
害
患
者
協
議
会

同辻
川

　

寿
之

全
国
交
通
労
働
災
害
対
策
協
議
会

同堀
内
富
士
男

　
　
　
　
　

全
国
職
業
性
有
害
物

　
　
　
　
　

障
害
患
者
協
議
会

同山
田

　

義
信

日
本
患
者
同
盟

　

全
国
ハ
ン
セ
ン
氏
病
思
者
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

同

　

落
合

　

希
子

　
　

全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会

幹
事岡

本

aa

ハ

同

洋

米
村

　

正
國

会
計
監
査
委
員

　

新
城
栄
次
郎

互
療

会

－

ン
セ
ン
氏
病
患
者
協
靉
会

　

全
国
ハ
ン
セ
ン
氏
病
思
者
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

末
永

　

稔
雄

全
国
職
業
性
有
害
物

長
）
、
青
木
正
行
（
全
国
難
病
団
体

連
絡
協
議
会
事
務
局
長
）

　

【
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
】
公
明
党
国

民
運
動
本
部
、
障
魯
者
の
生
活
と
権

利
を
守
る
全
国
連
絡
協
議
会
、
’
北
海

道
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
、
新
日
本

山
田

　

誠

　

全
国
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

医
師
協
今
衆
議
院
議
員
・
岩
佐
恵
．

美
、
同
・
浦
井
洋
、
同
・
小
沢
和
秋
、

同
・
寺
前
瞰
、
同
・
不
破
哲
三
、
同
・

村
上
弘
、
同
・
山
原
健
二
郎
、
参
議
院

議
員
・
踏
脱
タ
ヶ
子
、
同
・
下
田
京
子

【
こ
芳
志
】
生
協
医
療
部
会
一
万
円

会計収支報告書1981年度

1

30

10

9

】980.

1981.至

科　　目 81年度予算 決　　　算 備　　　　考

収

入

分　担　公

機関,応購読料

硲　公・寄付全

資料収　人

堆　収　入

1.23S.520

1.41( ,690

　200,00(

　　50.000

　　20,480

1.246.050

i,irir).99o

　　2:1.860

　　54，160

　　13,883

４件

μ袷l販売、広告料

受取利息ほか

小　　　　計

前間繰越

２､919.690

　　　　　０

2､493.943

　　　　　0

ｆ詐比H5A%

介 十
一

2.919.690 2.493,943

支

出

大会諸会議

機関,応印刷

印　刷　’

通Ｕ発居

Ili務局諸

政口交通

入　件

堆

？

？

？

？

？

？

ｔ

？

　　≪6.0( 0

1 .≪7H.8()5

　　65､00 0

　　49.K-i(

　　42､000

　246､80 O

　　33. ()()()

　　10.000

　　29,450

1.549,479

　　:u. 088

　　7B,195

　　18､017

　169.811

　　39.600

　　6.91(

６回大会、学習分

54り一一67ﾘ‘

資料印刷、コピー

定話、切f

･1‘;務用品

幹｀外分、･II;務同会議

(" 4r)0×88h

小　　　　ｔ I’ ２,４１１，４３５ 1.925.550 ｆり.比79.9％

Ｆ　備　費

借入金冠消費

次間繰越

　98､690

409,565

　27. Z(0

409.565

131,628

I Y 1) F J C　年金分担貨

患者1不作会計はか

介 ｔ 2､919,690 2.493､943
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2年度0
0

91

ン回ス

一
、
患
者
・
障
害
者
い
じ
め
の
「
行
革
」
に
反

　

対
し
、
医
療
・
福
祉
の
拡
充
を
め
ざ
す
と
と

　

も
に
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
ろ
う

二
、
国
際
障
害
者
年
「
十
年
の
行
動
計
画
」
を

　

政
府
に
策
定
さ
せ
、
心
身
障
害
者
対
策
の
抜

　

本
的
確
立
を
め
ざ
そ
う

三
、
患
者
運
動
の
全
国
的
な
結
集
を
め
ざ
そ
う

　
　

一
九
八
一
年
度

　
　
　

会

　

計

　

監

　

査

　

報

　

告

　

書

　

一
九
八
〇
年
十
月
一
日
か
ら
一
九
公
正
に
執
行
、
処
理
さ
れ
て
い
る
こ

八
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
、
一
九
と
を
認
め
ま
す
。

八
一
年
度
全
患
連
会
計
の
収
支
報
告

　

な
お
、
分
担
金
、
誌
代
の
納
入
状

お
よ
び
関
係
諸
幔
簿
、
伝
票
、
証
心
況
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、

類
に
つ
い
て
厳
正
に
監
査
し
た
結
一
部
未
収
分
が
あ
る
点
は
引
き
碗
き

果
、
困
難
な
状
況
の
中
で
妥
当
か
つ
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

1

30

10

9

1981

1982

白

至

　

一
九
八
一
年
十
月
十
四
日

会
計
監
査
委
員

　

全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会

　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬
豊
子
穆

　

全
国
職
業
性
有
害
物
障
害
患
者

　

協
議
会

　
　

青
木
七
郎
⑩

全
国
患
者
団
体
連
絡
協
議
会
殿

算予度1982年

科　　目 予　算額 備　　　　考

収

入

分　抑　兪

機関誌購読料

ｇ　金・寄付公

匯　収　人

1.129.H30円

1、370 .00(1

　10 0.000

　　10.0( O

1,134,( OO一一16.170十12､O0 0

F部×1.320-(-未収分

小　　　　計

前明繰越

2.ti()9.8:iO

　131、628

介　　　　， j‘ ２､７４１、４５８

支

出

大会諸会議

機関誌発行

印　刷

iffi f,i ?£ i>^

lμ務局諸

政L1行動

入　件

諸　公

雄

？

？

？

？

？

？

？

ｙ

？

　100. ( 00

l.≪( 0､OO O

　lOO.OC O

　　60. ( 0 0

　　ri6.0( ○

　2r>o.( O O

　120,00 ○

　　20､000

　　35､458

丸公、諸公,涙会場費等

68～81り‘取付費、原稿料

コピー、資料印刷

切１、電話・電報料等

り:i.0( ＯXI2（令腎協丿旭

各挿.公議、行動交通費

アルバイ|ヽ料(" 500×240 h

I Y i) P J C、午余分担公池

小

戸　備

|･

？

2、r≫ii.4r)8

　2()0.0( O

／ゝ
１；　　　　１

|･ 2.741.4r)8

団
体
は
．
全
て
の
愚

者
・
障
害
者
団
体
と

固
く
連
帝
し
て
、
患
者
・
障
害
者

い
じ
め
の
「
行
革
」
に
反
対
し
、

い
の
ち
と
く
ら
し
、
平
和
と
民
主

主
義
を
守
る
た
め
の
運
動
を
お
し

す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
宜
言
し
ま
す
。

一
九
八
一
年
十
一
月
三
日

　
　
　

全
患
連
第
七
回
定
期
大
会

　

私
た
ち
全
国
患
者
団
体
連
絡
協

議
会
は
、
今
日
こ
こ
に
、
第
七
回

定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
現
在
の
患
者
・
障
害

者
の
医
療
と
福
祉
に
つ
い
て
、
危

機
感
を
も
っ
て
討
議
し
ま
し
た
。

第
二
次
鴎
時
行
政
調
査
会
の
第
一

次
答
申
や
来
年
度
の
政
府
予
算
で

は
、
医
療
・
福
祉
、

教
育
な
ど
を
真
先
き

に
切
り
捨
て
よ
う
と

期
待
を
も
っ
て
迎
え
た
国
際
障
害

者
年
に
対
す
る
政
府
の
姿
勢
も
、

真
の
「
全
面
参
加
と
平
等
」
を
実

現
す
る
た
め
の
行
動
計
画
の
策
定

は
お
ろ
か
、
内
閣
の
中
に
設
け
ら

れ
た
特
別
委
員
会
も
来
年
三
月
に

は
解
散
し
よ
う
と
さ
え
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
許
せ
な
い

大

会

ば
、
私
た
ち
が
営
々
と
し
て
築
い

て
き
た
既
得
権
は
奪
い
去
ら
れ
。

が
っ
て
の
よ
う
な
。
病
人
は
死
を

待
ち
≫
障
害
者
は
社
会
の
片
隅

ひ
と
い
う
時
代
に
逆
も
ど
り
し

て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
う
ご

き
を
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私

　
　
　
　
　

た
ち
全
患
連
加
盟
八

占
旦

四

l二1

し
て
お
り
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
政
府
は
、
開
会
中
の
臨
時

国
会
で
「
行
革
関
連
一
括
法
案
」

を
多
く
の
国
民
の
反
対
を
押
し
切

っ
て
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

抑
圧
さ
れ
た
思
者
・
障
害
者
の

人
権
確
立
の
好
機
と
、
私
た
ち
が

こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
国
民
犠
牲

の
う
え
に
、
軍
備
の
増
強
に
狂
奔

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
日
本
政
府

は
、
戦
争
の
放
棄
を
う
た
い
、
国

民
の
生
存
権
を
保
障
し
た
憲
法
を

真
向
う
か
ら
踏
み
に
じ
っ
て
い
る

と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
政
洽
を
許
す
な
ら
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協
「
腎
臓
提
供
に
ご
協
力
を
」

全

　

腎

全
国
1
5
1
力
所
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

全
国
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

　

（
全
腎
協
）
で
は
十
一
月
八
日
、
全

国
の
主
要
都
市
百
五
十
一
ヵ
所
で
腎

臓
移
植
の
た
め
の
腎
臓
提
供
登
録
を

呼
び
か
け
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

い
っ
せ
い
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
全

腎
協
な
ど
の
運
動
に
よ
り
腎
臓
移
植

を
め
ぐ
る
医
学
的
、
法
的
、
社
会
的

対
策
は
大
き
く
前
進
し
た
も
の
の
、

死
体
腎
移
順
路
及
の
た
め
の
腎
臓
提

供
者
か
少
な
い
こ
と
か
ら
、
患
者
が

市
民
に
呼
び
か
け
よ
う
と
、
初
の
全

国
い
っ
せ
い
半
″
ン
ペ
ー
ン
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
島
根
、

神
奈
川
を
除
く
四
十
五
都
道
府
県
で

三
千
四
百
人
余
の
会
員
、
家
族
、
医

療
関
係
者
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
口
は
あ
い
に
く
全
国
的
な

な
寒
波
の
到
来
で
、
北
海
道
、
東
北
、

裏
日
本
な
ど
で
は
雪
も
降
る
悪
条
件

で
し
た
が
、
各
地
の
会
員
は
ゼ
″
ケ

ン
、
タ
ス
キ
を
か
け
、
横
断
幕
を
た

て
て
、
道
行
く
人
々
に
「
腎
臓
提
供

登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
」
と
チ
ラ

シ
を
ま
い
て
訴
え
ま
し
た
。

　

仙
台
で
は
県
知
事
も
こ
の
行
動
に

参
加
し
二
累
都
で
は
集
会
、
デ
モ
も

行
わ
れ
る
な
ど
大
き
な
盛
り
上
り
を

み
せ
ま
し
た
。
こ
の
行
動
は
新
聞
、

子
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

「腎バンク登録にご協力＜ださい」と全国151ヵ所で行われ

た全腎協の街頭キャンペーン（11月８日一東京・新宿で）

セ
ン
氏
病
患
者
協
議
会
の
小
泉
会
長
上
、
困
難
ダ
と
回
答
。
強
制
隔
離

ほ
か
長
島
・
邑
久
（
お
く
）
両
支
部
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
証
し
と
し

の
代
表
十
五
人
は
、
ト
月
ニ
ト
九
日
で
5
6
年
度
に
は
架
橋
を
実
施
、
と
い

厚
生
省
に
強
く
要
請
し
ま
し
た
。
う
昨
年
十
月
の
厚
生
大
臣
確
約
後
。

　

現
地
の
。
長
島
支
部
で
は
同
日
、
秋
問
題
点
の
処
理
が
進
ん
で
い
な
い
こ

雨
の
な
か
、
三
百
五
卜
人
が
総
決
起
と
を
示
し
ま
し
た
。
（
注
）
岡
山
県

大
会
。
プ
ラ
カ
ー
ド
や
横
断
幕
に
十
邑
久
町
と
長
島
の
間
（
海
上
の
晟
短

年
の
悲
願
を
か
か
げ
て
、
五
士
〈
年
距
離
＝
ｆ
と
に
咸
〃
を
と
長
島

度
着
工
約
束
の
撹
行
を
せ
ま
り
ま
し
愛
生
園
・
邑
久
光
明
園
の
入
所
者
千

だ
。
全
国
の
各
支
部
は
、
抗
議
電
報
六
百
人
を
中
心
に
、
全
患
協
が
運
動

を
厚
生
竹
に
打
電
す
る
な
ど
、
中
央
を
起
こ
し
て
ト
暁
五
万
人
持
願
署

行
動
を
さ
さ
え
ま
し
た
。

　
　

名
や
陳
情
を
重
ね
、
昨
年
十
月
、
当

　

厚
生
省
・
医
務
局
整
備
課
は
「
地
時
の
厚
生
大
臣
が
着
工
を
約
束
。
参

方
公
共
事
業
で
橋
を
か
け
る
方
針
は
議
院
社
労
委
員
会
で
、
架
橋
の
促
進

　

「
あ
れ
か
ら
一
年
、
。
長
島
架
橋
i
ｔ
変
え
な
い
。
地
元
・
邑
久
町
の
負
担
を
採
択
。
マ
ス
コ
ミ
で
も
、
大
寸
ヽ

工
の
約
眼
を
ｍ
’
た
せ
に
と
令
国
ハ
ン
金
を
ぶ
が
肩
替
わ
り
す
る
の
は
法
律
報
道
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

福
祉
・
教
育
の
充
実
を

心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
1
9
回
総
会

　

全
国
心
臓
病
の
．
ｙ
供
を
ツ
る
会
の

第
ト
九
回
全
国
総
公
が
、
ト
ー
川
｛

日
（
日
）
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
凹

時
ま
で
、
神
戸
市
の
勤
労
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
Ｉ

　

こ
の
総
会
に
は
、
ぶ
れ
あ
い
・

相
談
・
学
習
”
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が

っ
け
ら
れ
、
兵
庫
県
、
神
戸
市
な
ど

万
一
の
地
方
自
治
体
の
後
援
を
り
て

開
か
れ
ま
し
た
が
、
出
席
者
は
札
幌

か
ら
沖
縄
ま
で
の
全
国
各
地
か
ら
の

会
輿
と
地
元
兵
庫
県
の
会
は
を
あ
わ

せ
て
、
が
‐
名
に
の
ぽ
り
ま
し
侃

　

午
前
中
の
全
体
会
で
は
、
心
臓
病

の
。
ジ
供
を
代
表
し
て
二
人
の
病
児
が

　

【
。
手
術
の
傷
跡
は
生
き
て
い
る
証
拠

と
し
て
が
ん
ば
り
た
い
】
　
1
1
将
来
の

仕
事
の
こ
と
が
心
配
だ
が
、
希
望
を

も
っ
て
生
き
た
い
」
と
訴
え
、
感
動

を
呼
び
ま
し
た
。
ま
た
日
本
心
臓
財

団
か
ら
。
先
天
性
心
臓
病
発
生
原
因

研
究
プ
ロ
ジ
エ
ー
ク
ト
助
成
金
”
と
し

て
。
ん
ト
万
円
の
贈
咀
が
あ
り
、
こ
の

助
成
金
を
も
と
に
、
国
際
障
Ｉ
者
紆

と
守
る
会
結
成
二
十
年
記
念
嘔
業
と

し
て
収
り
絹
む
こ
と
が
決
り
ま
し

べ
令
休
会
の
最
後
に
は
、
「
福
祉

や
医
療
、
教
育
な
ど
を
以
先
き
に
切

り
ト
け
る
ご
ま
か
し
臨
調
路
線
に
反

対
し
、
一
回
運
動
を
強
め
よ
う
」
と

の
竃
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
医
療
、
教
育
、
生
活
、

福
祉
の
四
つ
を
什
に
六
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
循
環
器
小
児
科
医
、
心

臓
外
科
仄
、
教
師
な
ど
専
門
家
を
助

言
者
と
し
て
、
熱
心
な
話
し
乙
‥
い
が

っ
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
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障
害
者
対
策
の
具
体
的
展
望
示
さ
ず

昭
和
5
6
年
度
「
厚
生
白
書
」
を
閣
議
了
承

　

村
山
厚
生
大
臣
は
十
月
二
十
四
日

の
閣
議
に
昭
和
五
十
六
年
度
厚
生
白

書
（
昭
和
五
十
五
年
度
厚
生
行
政
年

次
報
告
盲
）
を
報
告
、
了
承
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
厚
生
白
書
は
「
国
際
障

害
者
年
－
完
全
参
加
と
平
等
を
め
ざ

し
て
」
と
の
副
題
で
、
厚
生
白
書
二

十
五
回
の
報
告
の
中
で
は
じ
め
て
障

害
者
福
祉
の
問
題
を
中
心
テ
ー
マ
に

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
報
告
の
総
論
は
「
序
章
・
国

″
・
‐
φ
参
争
’
；
″
／
〆
４
２
χ
ｚ
／
Ｓ
ｆ
－
ｉ
φ
や
争
‐
；
″
♂
／
／
ジ
ｉ
／
″
″
’
。

　

第
九
十
五
臨
時
国
会
は
十
一
月
二

十
八
日
に
閉
会
し
ま
し
た
が
、
全
患

連
を
は
じ
め
患
者
団
体
、
福
祉
関
係

団
体
な
ど
か
ら
強
い
反
対
の
あ
っ
た

行
革
関
連
一
括
法
は
成
立
し
、
同
じ

く
多
く
の
国
民
の
反
対
が
強
か
っ
た

老
人
保
健
法
案
は
次
の
通
常
国
会
に

継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
国
会
で
成
立
し
た
「
行

政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
当
面
壽
ず

べ
き
措
置
の
一
環
と
し
て
の
国
の
補95臨時国会

際
障
害
者
年
に
あ
た
っ
て
」
「
第
一

章
・
障
害
者
の
現
状
」
「
第
二
章
・

障
害
者
対
策
の
歩
み
」
「
第
三
章
・

障
害
者
対
策
の
現
状
と
課
題
」
ｉ

四
章
・
今
後
に
お
け
る
障
害
者
対
策

の
方
向
」
の
各
章
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
報
告
は
「
現
行
政
策
に
つ

訟
助
金
等
の
縮
減
そ
の
他
の
臨
時
の
特

例
措
置
に
関
す
る
法
律
」
（
行
革
臨

時
特
例
法
）
は
、
去
る
七
月
の
第
二

次
臨
時
行
政
調
査
会
の
第
一
次
答
申

を
受
け
て
、
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら

五
十
九
年
度
ま
で
の
三
年
間
の
財
政

期
間
中
の
特
例
辨
置
を
決
め
た
も
の

い
て
は
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
も
の

の
、
将
来
像
は
抽
象
的
に
（
朝
日
）
。

　

「
課
題
や
問
題
点
を
扁
花
的
”
に

列
挙
し
た
に
過
ぎ
ず
、
具
体
的
な
施

策
に
は
極
め
て
乏
し
い
内
容
」
（
読

売
）
、
「
具
体
的
な
づ
ロ
グ
ラ
ム
や

条
件
整
備
の
展
望
を
少
し
も
示
し
て

で
す
。
こ
の
法
律
は
、
厚
生
年
金
等

の
国
庫
負
担
金
を
減
額
す
る
、
児
童

手
当
の
所
得
制
限
を
強
化
し
て
予
算

を
削
減
す
る
、
四
十
人
学
級
計
画
を

抑
制
す
る
な
ど
国
民
に
犠
牲
を
強
い

る
「
行
革
」
の
第
一
弾
と
し
て
出
さ

れ
た
も
の
で
す
。

老
人
保
健
法
案
は
継
続
審
議
に

国
民
の
反
対
押
し
切
り
「
行
革
法
」
は
成
立

い
な
い
」
（
毎
日
）
な
ど
と
厳
し
く

指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
完
全

参
加
と
平
等
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う

副
題
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
障
害
者
の
要

求
実
現
に
目
を
そ
む
け
た
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

総
論
の
「
今
後
に
お
け
る
障
実
者

対
策
の
方
向
」
の
中
で
は
、
障
害
者

の
高
齢
化
、
障
害
の
咀
度
化
、
複
雑

化
の
傾
向
は
今
後
も
続
き
、
障
害
者

の
要
求
や
意
識
も
強
ま
っ
て
い
る
と

し
て
、
障
害
者
の
自
立
促
進
と
い
う

目
標
に
む
け
て
各
種
施
策
の
総
合

性
、
一
貫
性
を
確
保
す
る
こ
と
、
ラ

イ
フ
ー
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
施
策
を

確
立
す
る
等
を
述
べ
て
い
ま
す
。

・
争
－
ｊ
ｆ
〆
／
／
Ｉ
Ｚ
ｙ
ジ
″
″
’
″
参
考
φ
；
″
ｊ
／
ｙ
Ｚ
ｚ
ｌ
／
／
ｊ
Ｆ
－

　

政
府
は
こ
の
法
律
に
も
と
づ
き
約

二
千
四
百
億
円
の
予
算
削
減
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
他
に
法
改
正

を
し
な
く
て
も
実
施
で
き
る
年
金
の

物
価
ス
ラ
イ
ド
時
期
の
約
半
年
繰
り

延
べ
な
ど
が
、
来
年
度
予
算
に
は
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
老
人
保
健
法
案
は
継
続
審

議
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
先
立

つ
十
一
月
十
二
日
の
衆
院
社
労
委
、

十
三
日
の
同
本
会
議
の
可
決
に
あ
た

っ
て
、
自
・
公
・
民
三
党
共
同
提
案

に
よ
り
、
一
部
負
担
金
の
外
来
時
負

担
月
額
五
百
円
を
四
百
円
に
、
入
院

時
負
担
徴
収
期
間
四
ヵ
月
を
二
ヵ
月

に
な
ど
の
修
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

行
動
計
画
決
め
る

国
際
障
害
者
年
日
本
推
進
協
総
会

　

全
患
連
を
は
じ
め
百
十
団
体
は
上

が
加
盟
し
て
い
る
国
際
障
害
者
年
日

本
推
進
協
議
会
は
、
十
一
月
七
日
、

東
京
・
目
黒
区
の
「
こ
ま
ば
エ
ミ
ナ

ー
ス
」
で
第
五
同
協
議
員
総
会
を
開

き
、
長
期
行
動
計
画
の
最
終
案
な
ど

を
協
議
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
員
総
会
は
、
六
月
二
十

七
日
の
第
四
回
総
会
で
ま
と
め
ら
れ

た
行
動
計
画
・
中
間
提
言
に
つ
い
て
、

そ
の
後
の
各
団
体
内
の
討
議
と
九
月

末
か
ら
十
月
は
じ
め
に
か
け
て
開
か

れ
た
課
題
別
研
究
小
委
員
会
で
の
意

見
な
ど
に
も
と
づ
い
て
ま
と
め
ら
れ

た
最
終
報
告
案
を
決
定
す
る
た
め
に

開
か
れ
た
も
の
で
、
協
議
員
八
十
二

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
太
宰
博
邦
代
表
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
飯
田
進
調
査
研
究

委
員
長
が
、
行
動
計
画
の
最
終
案
策

定
に
い
た
る
経
過
と
総
論
部
分
を
中

心
に
提
案
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
提
案
に
対
し
て
各
協
議
員
か

ら
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
原
案

に
反
対
す
る
強
い
意
見
は
な
く
、
い

く
つ
か
の
要
望
、
補
強
意
見
が
出
さ

れ
た
後
、
こ
れ
を
了
承
し
ま
し
た
。

こ
の
行
動
計
画
は
、
十
一
月
二
十
八

日
、
二
十
九
日
に
開
か
れ
る
国
民
会

議
で
報
告
さ
れ
、
翌
三
十
日
に
は
推

進
協
役
員
代
表
ら
に
よ
っ
て
政
府
に

提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
行
動
計
画
の
総
論
部
分
要
旨
は

本
誌
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
そ
の
他
、
「
所
得
保
障
」
「
就

労
」
「
生
活
環
境
整
備
」
「
医
療
」

　

「
教
育
」
で
心
身
障
害
の
早
期
縦
育

　

（
予
防
・
早
期
発
昌
）
の
各
論
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
他
に
昭
和
五
十
六
年

慶
補
正
予
算
案
が
提
案
さ
れ
て
こ
れ

を
了
承
し
、
ま
た
国
民
会
議
の
具
体

的
な
開
催
要
領
、
準
備
に
つ
い
て
も

報
告
、
説
明
が
あ
り
、
国
民
会
議
成

功
の
た
め
各
団
体
の
協
力
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
訴
え
ら
れ
こ
れ
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
推
進
協
議
会
は
来
年

三
月
で
形
式
的
に
は
そ
の
任
務
を
終

了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
、

こ
の
存
続
に
つ
い
て
協
議
し
た
結

果
、
行
動
計
画
の
実
現
を
め
ざ
す
た

め
に
も
推
進
協
議
会
は
引
き
続
き
存

続
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が

圧
倒
的
で
、
強
い
拍
手
で
そ
の
存
続

を
確
認
し
ま
し
た
。
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全国患者団体連絡協議会加盟組織

〈互療会〉

〒105港区i!fftg5-14-12人幸ビル２隋

　　　

no 3 (432心回４

〈全国交通労働災害対策協議会〉

〒171豊鳥区西池袋１－４－５

　　　

BO 3(982)7 3 6 1

〈全国腎臓病患者連略協議会〉

〒161新宿区下落合3-15―29田沼ピル(第二)

　　　

n 0 3(952)5 3 4 0

〈全国心臓病の子供を守る会〉

〒101千代田区神田北乗物町17北乗ビル

　　　

no 3(256)8 4 2 4

〈全国ハンセン氏病愚者協購会〉

〒189東村山市青葉町4-1-10

　　　

nO423(94)15 7 1

〈全国職業性有害物障害息者協議会〉

〒105港区西新橋２－２１－５

　　　

n 0 3(433)2 0 8 2

〈日本息者同盟〉

〒18ト04清瀬市松山2-13-12

　　　

nO424(9l) 0 0 5 8

〈慢性一酸化炭素中毒患者会〉

〒151渋谷区千駄ヶ谷1-31- 5代々木病院内

　　　

00493(24)12 9 3筏藤気付

ん じ や と 医 療 １ ９８１年１

　

十
一
月
Ｌ
旬
、
私
は
沖
繩
愛
楽
園

　

（
国
立
ハ
ン
セ
ン
氏
病
療
養
所
）
を

訪
れ
た
。

　

哀
し
い
ほ
ど
青
く
美
し
い
海
を
距

て
て
、
屋
我
地
（
や
が
じ
）
馬
が
あ

る
。
ハ
ン
セ
ン
氏
病
思
者
で
キ
リ
ス

ト
教
伝
道
者
の
青
木
恵
哉
氏
に
よ
っ

て
、
愛
楽
園
は
、
昭
和
士
一
琢
、
こ

の
島
の
一
角
に
創
設
さ
れ
た
。
今
は

小
さ
な
岩
礁
を
間
に
狭
ん
で
、
二
本

の
橋
が
沖
縄
本
島
に
の
び
て
い
る
の

で
、
屋
我
地
は
、
も
う
。
島
”
で
は

な
い
。
こ
こ
に
、
七
百
人
の
病
友
が

療
養
し
、
生
活
し
て
い
る
。

　

俄
時
中
、
病
棟
も
治
療
棟
も
共
同

炊
事
拗
も
焼
か
れ
た
。
八
百
丿
の
大

型
爆
弾
が
十
四
ヵ
所
で
爆
発
し
た
。

　

不
発
弾
が
。
い
ま
も
地
下
に
め
り

こ
ん
で
い
る
、
と
い
う
。

　

私
が
行
っ
た
日
、
ぶ
発
弾
の
探
知

と
5
6
年
度
建
物
整
備
に
つ
い
て
、
患

者
白
冶
会
は
討
議
し
て
い
た
。
建
物

未
改
修
の
寮
舎
が
、
ま
だ
百
四
十
床

分
残
っ
て
い
る
。
新
し
く
拓
い
た
道

が
、
土
埃
り
を
あ
げ
て
い
る
。

　

道
路
や
崖
に
面
し
て
、
戦
時
中
の

防
空
壕
が
十
数
力
所
、
当
時
の
姿
で

残
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
毎
日
の
よ

う
に
、
病
友
が
死
ん
で
い
っ
た
。

　

夜
九
時
以
降
は
断
水
が
つ
づ
い
て

い
た
。
雨
ラ
シ
イ
雨
ハ
、
モ
ウ
何
力

月
モ
降
。
テ
ク
レ
マ
セ
ン
。

　

米
軍
基
地
で
は
、
ヤ
ン
バ
ル
（
山

原
・
沖
縄
本
島
北
部
）
の
ダ
ム
の
水

を
ぜ
い
た
く
に
使
っ
て
い
る
。

　
　

「
ア
イ
ツ
ラ
ガ
阿
ル
限
り
、
水
モ

自
由
二
使
エ
ナ
ず
」
と
Ｍ
さ
ん
。

　

乙
戦
後
三
十
六
年
と
い
う
け
れ
ど

沖
縄
の
戦
争
は
、
ま
だ
終
わ
っ
て
い

な
い
。
米
軍
も
自
衛
隊
も
安
保
条
約

も
出
て
い
っ
て
お
く
れ
」
と
言
い
き

る
Ｓ
さ
ん
に
も
会
っ
た
。

　

愛
棄
園
の
視
力
障
害
者
数
は
、
昭

和
4
8
年
の
年
報
で
は
二
十
六
人
。
今

は
、
盲
人
会
会
員
数
四
十
五
人
。
こ

の
増
加
は
、
何
故
な
の
か
。
時
人
の

平
均
年
齢
は
六
七
五
歳
。
寝
た
き
り

老
人
も
増
え
た
。
政
府
は
国
際
障
害

者
年
を
こ
の
ま
ま
終
ら
せ
る
の
か
。

　

医
原
改
善
の
要
求
を
戦
争
へ
の
憎

し
み
に
重
ね
、
病
友
た
ち
は
［
ニ
セ

行
革
］
に
怒
り
を
燃
や
し
て
い
る
。

長期慢性患者・難病患者の闘病にも希望が

　　　　　　　

医学界の権威者がつづる療養小史

病気と人間

・゛内８悶数。中。

　　　

悶詰乙。

930年
定価1,600円

　　

送料260円

２月１日（８）

多
磨
全
生
園

岡

　

本

沖
縄
愛
楽
園
と
不
発
弾
と

　
　

お
申
し
こ
み
は

束
京
都
清
瀬
巾
松
山
ニ
ー
十
．
こ
－
ｔ
．
‘

日
本
思
者
同
盟
総
務
部
（
郵
便
番
吟
．
八
〇
１
０
四
）
へ

送
料
を
そ
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
切
手
で
も
よ
い
）

砂原茂一・島村喜久治著

島村喜久治
花ひらく未来を
安静時間をなくしたら

Ｂ６版上製293頁

　

日本患者同盟編
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